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広報紙掲載内容訂正のお知らせ　広報おびひろ令和３年11月号（No.1170）７頁の記事「私たちの命を守る住宅用火災警報器」中、「表２�帯広市の住宅火
災被害状況」の項目名に誤りがありました。訂正しお詫びいたします。　　誤：死者　正：負傷者

軽
自
動
車
税
（
種
別
割
）
の

納
付
に
つ
い
て

　

軽
自
動
車
や
原
動
機
付
自
転
車
な
ど

を
所
有
す
る
人
は
、
軽
自
動
車
税
を
納

め
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
５
月
に
納
税

通
知
書
を
送
付
し
ま
す
の
で
、
期
日
ま

で
に
納
付
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
転

出
・
廃
車
・
譲
渡
し
た
場
合
は
、
４
月

１
日
ま
で
に
申
告
が
な
い
と
、
翌
年
度

も
課
税
さ
れ
ま
す
。
申
告
方
法
や
申
告

先
に
つ
い
て
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

　

12
月
15
日
㈬
か
ら
31
日
㈮
ま
で
の

間
、
年
末
焼
死
事
故
防
止
運
動
を
実
施

し
ま
す
。

　

年
末
の
慌
た
だ
し
さ
か
ら
、
火
の
取

り
扱
い
が
お
ろ
そ
か
に
な
り
が
ち
な
こ

の
時
期
は
、
不
注
意
に
よ
る
火
災
が
起

き
や
す
く
な
り
ま
す
。
よ
り
一
層
の
防

火
を
心
掛
け
、
家
庭
や
職
場
か
ら
火
災

を
な
く
し
、
明
る
い
お
正
月
を
迎
え
ま

し
ょ
う
。

　

税
額
に
つ
い
て
は
、
車
種
区
分
や

初
度
検
査
※
な
ど
に
応
じ
て
異
な
り
ま

す
。（
表
１
・
２
）

※
初
度
検
査
…
新
車
購
入
時
に
最
初
に

ナ
ン
バ
ー
を
取
得
す
る
た
め
の
検
査
。

初
度
検
査
年
月
は
、
自
動
車
検
査
証
に

記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

課
税
免
除
な
ど
の
手
続
き
に

つ
い
て

　

一
定
の
条
件
を
満
た
す
人
は
、
申
請

す
る
こ
と
で
課
税
が
免
除
ま
た
は
減
免

さ
れ
ま
す
。

①　

身
体
障
害
者
や
知
的
障
害
者

②　

①
と
生
計
を
共
に
す
る
人

③�　

災
害
に
よ
り
著
し
い
損
傷
を
受
け

走
行
が
不
能
な
車
両
を
所
有
す
る
人

　

詳
細
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
確
認

す
る
か
、
市
民
税
課
へ
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

軽
自
動
車
税
の

お
知
ら
せ

令
和
４
年
度
軽
自
動
車
税
（
種
別
割
）

年
末
年
始

火
の
取
り
扱
い
に
注
意

年
末
焼
死
事
故
防
止
運
動

市
民
税
課
（
市
庁
舎
２
階
、
☎
65
・
４
１
１
９
）

問
い
合
わ
せ

帯
広
消
防
署
指
導
課
（
西
６
南
６
、
消
防
庁
舎
１
階
、
☎
26
・
９

１
３
１
）

問
い
合
わ
せ

火災を早期発見するために、
住宅用火災警報器を設置・点検しましょう。

こんろ編

暖房器具編

電気編

たばこ編

防火ぬりえ展示会
　幼年消防クラブの子どもたちが描いた防火に関する
塗り絵を展示します。
日  時　12月17日㈮〜26日㈰
場  所　イトーヨーカドー帯広店（稲田町南８線）

消防団が地域を巡回します！
　市内全域を巡回し警戒に当たります。
期間中は19時にサイレンを鳴らします。
日  時　12月25日㈯〜28日㈫

　

塀
を
伝
っ
て
狭
い
路
地
を
走
り
抜
け

る「
忍
者
ご
っ
こ
」、空
き
缶
を
使
う
鬼

ご
っ
こ
「
缶
け
り
」、
近
所
の
空
き
地

で
の「
三
角
ベ
ー
ス
」野
球
。
こ
れ
ら
は
、

私
の
幼
少
時
代
、
時
に
は
擦
り
傷
を
負

い
な
が
ら
毎
日
の
よ
う
に
楽
し
ん
で
い

た
遊
び
で
、
何
十
年
経
っ
て
も
そ
の
時

の
光
景
が
鮮
や
か
に
よ
み
が
え
り
ま
す
。

　

子
供
の
遊
び
場
を
は
じ
め
、
人
が
交

流
す
る
「
場
」
に
は
、「
時
間
」・「
空
間
」・

「
仲
間
」
と
い
う
三
つ
の
「
間ま

」
が
あ

り
ま
す
。
私
が
子
供
の
頃
は
、
こ
の
三

つ
の
間
が
揃
っ
て
い
ま
し
た
が
、
現
代

の
子
供
た
ち
に
は
、
放
課
後
に
塾
や
習

い
事
が
あ
っ
た
り
、
空
き
地
な
ど
の
遊

び
場
が
減
る
な
ど
、
い
ず
れ
の
「
間
」

も
失
わ
れ
つ
つ
あ
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　

先
月
、
こ
の
コ
ラ
ム
で
紹
介
し
た
十

勝
の
起
業
家
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
「
場
」

の
一
つ
「
ド
リ
ー
ム
マ
ッ
プ
会
議
」。

今
年
は
五
つ
の
チ
ー
ム
に
分
か
れ
、
子

供
た
ち
の
目
線
で
こ
の
三
つ
の
間
を
取

り
戻
す
「
遊
び
場
づ
く
り
」
を
テ
ー
マ

に
議
論
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

大
人
に
は
不
用
だ
っ
た
り
ご
み
と
し

て
扱
わ
れ
る
も
の
が
、
宝
物
に
映
っ
た

り
遊
び
道
具
に
な
る
と
い
う
子
供
な
ら

で
は
の
感
性
に
着
目
し
た
発
想
や
、
母

性
を
も
感
じ
さ
せ
る
大
き
な
樹
木
が
、

子
供
を
優
し
く
包
み
込
む
遊
び
場
や
隠

れ
家
に
な
る
と
の
発
想
、
危
険
な
も
の

と
し
て
大
人
か
ら
禁
じ
ら
れ
て
い
る

「
火
」
や
「
石
」
を
使
っ
た
遊
び
を
通

じ
て
、
子
供
の
野
性
を
引
き
出
す
と
い

う
発
想
な
ど
、
起
業
家
の
皆
さ
ん
の
ア

イ
デ
ア
は
ど
れ
も
、
大
人
で
あ
る
私
た

ち
も
想
像
力
が
刺
激
さ
れ
、
わ
く
わ
く

す
る
も
の
で
し
た
。

　
「
大
人
は
、誰
し
も
か
つ
て
子
供
だ
っ

た
。
し
か
し
、
そ
の
こ
と
を
覚
え
て
い

る
大
人
は
、
ほ
ん
の
わ
ず
か
だ
。」
こ

れ
は
、
サ
ン
＝
テ
グ
ジ
ュ
ペ
リ
の
代
表

作
「
星
の
王
子
さ
ま
」
と
い
う
絵
本
の

冒
頭
に
あ
る
言
葉
で
す
。
私
も
子
育
て

を
す
る
中
で
、
我
が
子
の
言
動
を
通
し

て
自
分
の
大
人
と
し
て
の
思
い
込
み
や

固
定
観
念
に
気
付
か
さ
れ
た
こ
と
が
幾

度
も
あ
り
ま
し
た
。
年
を
重
ね
る
と
社

会
常
識
や
身
に
付
け
た
知
識
を
基
に
物

ご
と
を
考
え
る
よ
う
に
な
り
、
子
供
の

頃
の
無
邪
気
な
心
や
目
線
は
忘
れ
て
し

ま
い
が
ち
で
す
。

　

子
供
た
ち
の
成
長
の
過
程
で
、
十

勝
・
帯
広
で
何
を
感
じ
て
大
人
に
な
っ

て
ほ
し
い
か
。
か
つ
て
子
供
で
あ
っ
た

大
人
た
ち
が
合
理
性
や
効
率
性
、
利
益

と
い
っ
た
大
人
の
理
屈
を
捨
て
て
、
次

代
の
子
供
た
ち
に
何
を
遺
し
た
い
の
か

考
え
て
み
る
。
こ
の
こ
と
は
、
未
来
の

ま
ち
づ
く
り
へ
の
大
切
な
示
唆
と
な
り
、

や
が
て
子
供
た
ち
の
「
こ
こ
に
住
み
続

け
た
い
、
離
れ
て
も
ま
た
戻
り
た
い
」

と
い
っ
た
地
元
へ
の
愛
着
や
誇
り
に
つ

な
が
り
、
親
世
代
に
と
っ
て
も
こ
の
地

域
で
子
育
て
を
し
て
み
た
い
と
考
え
る

よ
う
に
な
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

市長コラム

帯広市長　帯広市長　米沢 則寿米沢 則寿

子供たちに子供たちに遺遺
のこのこ
したいものしたいもの

おびひろ
夢かなうまち

身近なものから発生した火災例

・調理中に火を付けたままその場を離れた。・調理中に火を付けたままその場を離れた。
・着衣の袖にこんろの火が付いてしまった。・着衣の袖にこんろの火が付いてしまった。

・ 暖房器具を付けたまま就寝してしまい、・ 暖房器具を付けたまま就寝してしまい、
　布団が接触してしまった。　布団が接触してしまった。
・洗濯物が使用中の暖房器具に落下してしまった。・洗濯物が使用中の暖房器具に落下してしまった。

・ コンセントにほこりがたまって出火した。・ コンセントにほこりがたまって出火した。
　（トラッキング火災）　（トラッキング火災）
・電流限度を超えるたこ足配線で出火した。・電流限度を超えるたこ足配線で出火した。

・火の付いたたばこを持ったまま寝てしまった。・火の付いたたばこを持ったまま寝てしまった。
・水で消火せずに吸い殻をゴミ箱に捨てた。・水で消火せずに吸い殻をゴミ箱に捨てた。

表１　四輪軽自動車の税額（年額）

表２　原動機付自転車、二輪車など

＊ 特例①については、平成30年排出ガス規制に適合するもの、または平成21年排出ガス10％低減達成車に限る。
＊ 特例②、③については、いずれも平成17年排出ガス基準75％低減達成車（★★★★）または、平成30年排出ガス基準

50％低減達成車に限る。

車種区分

① 
初度検査が
平成27年３
月31日以前
の車両（③
を除く）

② 
初度検査が
平成27年４
月１日以後
の車両（④
を除く）

③ 
初度検査後
13年経過し
た車両

④初度検査が令和３年４月１日以後の車両

電気自動車・
天 然 ガ ス 自
動車

ガソリン車
令和２年度燃費基準達成車
令和12年度
燃費基準90
％達成車

令和12年度
燃費基準70
％達成車

経年重課 特例① 特例② 特例③

乗用
自家用 7200円 1万800円 1万2900円 2700円
営業用 5500円 6900円 8200円 1800円 3500円 5200円

貨物
自家用 4000円 5000円 6000円 1300円
営業用 3000円 3800円 4500円 1000円

車種区分 税額（年額）

原動機付自転車

50㏄以下 2000円

50㏄超90㏄以下 2000円

90㏄超125㏄以下 2400円

ミニカー 3700円

二輪の軽自動車 125㏄超250㏄以下 3600円

二輪の小型自動車 250㏄超 6000円

小型特殊自動車
農耕作業用（トラクターなど） 2000円

その他（フォークリフトなど） 5900円

雪上車 660㏄以下 3600円 市ホームページID.1002552

※
住
宅
防
火
に
つ
い
て
参

考
に
な
る
総
務
省
消
防
庁

の
サ
イ
ト
は
こ
ち
ら
で
す


